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61･ †-BIIC,DDTとの連合伸用について 挿脳誘串体の殺虫効力に関する研究 蔚6報 太田怒

(京都女子大学 食品学教室).池田安之助.(三共株式会社 高崎研究所)32.10.31受理

･前報】)の如くγ･BHC又は DDT に樟脳誘導休矧こ a′･ctllorocamphorを混合するときは,γ-

BHC又は DDT の殺虫効力を増大せしめうるので,.英剤相互間にある軽の迎合作用が存在すると

思われる.よって先に得た殺虫試験結果について,Blissの方法により解析を試み,更にLD50にお

ける各薬剤の協力効果を Goodwin-Baileyの degreeofSyTlergism の即位で示した.

.前報1)において. γ-BHC又は DDT に樟脳誘中

鉢を混合してゆくと.次節に混合物の敬点は降下し,I

_bる割合において甚だ低い虚点の共融混合物を形成す

ることが認められた.この様な共融混合物め殺虫効力

について,アズキゾウムシ成虫に対する室内試験を試

みたところ,枠脳誘苛休持た a'･cLlorocamphorを

混合することによって, γ-BHC又は DDT_の殺虫

効力が増大し,薬剤相互間に或る超の連合作用がある

と思われる.よって,これら殺虫試験から得られた則

定位を基にして.2,3の解析を試みたのでその砧架に

つき報告する次第である. ∫

I.rBHCに対する特駁誘群体の連合効果

γ･BHC +梓脳誘苛体ならぴiと各申剤のアズキゾウ

ムシ成虫に対する殺虫試験の結果は,前掛りの節5表

に示す通りであり.薬剤間に顕著な効力差が認められ

る. これらの値をBliss2.3)'のプロビウト申位にfEtさか

え,薬長一致死率曲線 (D-M_曲線)の一次変換の計

許をなし.その回帰方程式とこれに附随する 2,3の

Table1.Summaryofdataofexperimentsontherelationbetweendosageanrd

mortalityofAIzukibeanweevi一,CalZosobrhchusEh''ne'zsisL.in㍗-BHC and its
etlteCticmixtures.

codes=- IT:tsei…:osf Rye=g:e;sbiFxn_e;,uation lDf:E(:nS,eo芸f
γ-BHC.

5･-BHC+a'-C1･C･

l

γ･BHC+α-Br.C.

I-BHC+C.
α'･Cl.C.

α-Br.C.

C. 粥

細

192

減

759

795

鮎

1

1

1

1

y-6.27604+0.73668(Ⅹ-1.16692)

y-6.29845+1.15867(Ⅹ-1.15949)

y=-6･12130+0･85828(XTl･16650)

y-6.06539+1.04489(I-1.23684)

y-4.3549'2+0.77903(冗-1.88948)

y-3･96662+0･8536!(x-1･93236)

y･E3･57463+0･92186(冗-1･92974)
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Table2,､Absolutetoxidtyofγ･BHC anditseutecticmixturesinemulsiEiable

concentratestotheLa'dultofAmkibeanweevil,CallosobruEhuschl'nensisL.I

FoEmulation

Standarddeviatioll
oEsusceptibility

♂

Efficiencyof
lethalaction
b

Indexof0-thorder
letIlaldose
DO-M

Medianlethaldose
d0-log-1M

Mediandegreeof
dilution
l/do

Medianlethaトdose
(concentration%)

MLDy-BHC%
C

Degreeofsynergism

言/C 童‡∃ (董

数値を求めた結果は,第1表及び第2表の通りである.

ここで薬剤相互間の適合作用の程度を知るため,

LD50における各薬剤の連合効果の強弱を Goodwin-

Baileyl)により提唱された degreeofsynergism の

中位で示すと節2表中の C-/Cであり,.等量の梓脳誘

可休を混合することにより,γ-BHCの効力は著しく

増鼓され 特に a′-chlorocamphorを混合する場合

その作用は強くなる.

LD50に放けるγ-BHC豆粒皮で比較すると次の通り

である.

γ-BHC蝉剤 :γ-BHC+a'-chlorocamphor-1.00:
6.79

尚 a･BHCに対して,も樟脳誘導体は連合作用を有

するのではないかと予想し,γ-BHCの場合と同様に

Table3.Summaryofdataofexperiments

殺虫試験を行ったが,その作用は全く認められなかっ

た.

IT･DDT に対す尋樟脳誘導体の連合作用

I)DT+梓脳誘導体ならびに各畔剤のアズキゾウム

シ成虫に対する殻虫試験の結果は,Tj市報l)の第6表に

示した通りであり,γ-BHCの場合にあらわれた様な

顕著な効力増加は認められず,特にa-bromocamphor

とDDTとの混合物では,かえって効力減退の現象が

見られた.

試験の結果得られた値に薬塁一致死率曲線の｣次変

換g)操作をなじ,その回帰方程式及びそれに附駈する

2,3の数値を求め,更にLD50における各薬剤の連合

効果の強弱を Goodwin･Bailey4)iこよる協力度の蝉位

で示すと第3表及び第4表の如くである.一

ontlleTelationbetweendosageand

mortalityofA2:ukibeanweevil,CallosobruchuschinenslsL.,inp,p′･DDTandits
eutecticmixtures.

竺 竺 I"OiSkOefctt,estF

1 Regressionequation

y-a+b(x-i)

y主5.13608+3.00169(Ⅹ-1.44231)

y-4.88970+4.02879(x-I.58339)

y-4.78378+3.73051(x-1.67863)

y-4.83644+3.727i2(Ⅹ-1.59639)

DDT

DDT+a'-CLC.I
DDT+α-Br.C.

DDT+C.
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Table4.Abso一utetoxicityofp,p'-DDTanditseutecticmixtllreSinemuls王fiable

concentratesagainsttheadultofAzukibeanweevil.CalZosobl･uChuschinensl'S-L.

Formulation
l DDT IDDT･d{l･C･lDDT･a-Br･C十 DDT･C･

S【andarddeviation
ofsusceptibility
q

Efficiencyof
lethalaction
b

Indexof0-thorder
lethaldose
Do-M

Medianlethaldose
d0-log-1M

Mediandegreeof
dilut王on
l/do

Medianlethaれdose
concentration
(%)

MLDp,p′-DDT
conC.perCent
C

Degreeofsynergism

E/C

0.26830 ･

3.72712 ､

･1.64027 .

0.004367

228.99

0.0436

m.考 察
以上の結果を考察すると,a･bromocamphor及び

a'-chlorocamphorのアズキゾウムシ成虫に対する殺

虫効力は微弱なものであるが, これらをγ-BHC又は

DDT と混用することによって,γ-BHC又は DDT

の効力を和独することができる.特にa'-cll]orocam-

phorと γ-BHCとの混合においては,非剤相互間の

協力作用が最も大きくあらわれる.この協力作用の機

械に関しては.未だ十分な枚封をしていないが,かか

る有税塩素剤と a'-chlorocamphorとの氾合により

形成される低融点の共融混合物が,昆虫体に対して展

宕性附苛性をよくし,または殺虫有効成分の昆虫体内

への浸透を容易ならしめ.効力増加に役立っているの

ではないかと想像されが).

IV.要 約

1.a･Bromocamphor及び a'-chlorom phorの

アズキゾウムシ成虫に対する殺虫効力は微弱であるが,

7.-BHC又はDDTと混用することにより,)･-BHC

又はpDTの効力は咽致し,ある種の連合作用がある
と思われる.

2.γ-BHCI午対する柑脳誘中体の協力皮をLD50に

おけるγ-BHC氾皮で比較すると下記の如くであり,

特に a′-chlorocamphorとの混合により効力増加は

著しい.

γ-BHC畔剤
γ･BliC+,a-bromocamphor
y-BHC+a'-chlorocamphor
γ-BHC+campl10r

1.(XI
5.31
6.79
4.47

3.DDT と樟脳誘碍休との混合においては,_.若干

の効力増加が見られる程度で,特にe1-bTOmOCamphor

氾合時は, かえってDDTの効力減少を見た.LD50

における協力度は次の通りである.

DDT蝉剤
DDT+a･bromocamphor

DDT+a'-chlorocamphor
DDT+mmphor

約

91
2

1

.
1
0

1
1

4.迎合作用の損椛については,)′-BHC又はDDT

と樟脳誘導体との混合により著しい融点降下が生じ,

共敵混合物が昆虫体に対して薬剤の展罰性,附弟性も

しくは殺虫成分の体内浸入等を助長する点にあるので

はないかと考えられる.

絞りに本研究に当り,終始御指導を賜った京都大学

虫学部井上吉之数段.ならびに三共株式会社野洲川工

場長柘村工氏.同試製課長浜由吉-氏に托く謝意を去

する.
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ontheinsecticidal.eff芦CtSOfeutecticmixtures

ofDDT orγrBHC vlth campho.('derivatives

formulated 王n emulsifiablecon?entratesagainst

theadultofAzukibean',weevil;/Cdloslobruchus

chinensL'si.,in一aboratoryconditions.Jn these

tests,werecognizedthattheca叩PhorderivativesJ

havecertah jointactionforDDT andy･BHC,;

butwedidnot.mentionenoughでaboutthem.

Inthispaper,…inordertoknowthedegreeof‡
l ～

tl一eSynergisticactionpfcamphorderivativesw王tIli

DDT orγ･BHC, Weana一ysed theresultsoff

biologicalassay described inpreviouspaper.I

Comparing theirown effectiveness,LD50WaSi

calculatedfromldosage一mortality.curv占byprobit…

methoddeve一opedbyBliss,andthedegreeof!

synergism bythemethodintroducedbyGood･,
win-Baileyetal.

節 .22 巻-1Y

TheresultsofanalysesaregiveninTable1to

4.Thedegreeofsynergism ofcamphor.deriva-

tiv甲 fPr㍗-BHCisindicatedasli/cinTable2,
よndforDDTinTable4. ∫

IAccording totheseresults,wesupposedthat

･theincreaseoflethaleffectofDDTandy-BHC

bytheadditionofcamphorderivat王vesisdueto

tileformationofeutecticmixturehavingavery

一owmeltingpoint.

Itisprobablethattheeutecticmixturetendsto

increasetheadhesivenesstoinsect'scuticleas

wellasacceleTatethepermeationoftiletOXicant

intotheinsectbody. Nevertheless,chlorinated

andbrominatedcamphTorthemse一vesha一eavery

weakactiontotheAzukibeanweevil,especia一ly

.brom王nated･Camphor isinferiorthan thatof

ch一orinatedone.
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62.モモシンクイガの体眠性につし､て暮モモシンクイガに関する生態学的研究 節5報 符白正三
(弘前大学 凸学部 昆虫学教墨)32.9.16受理 _

刺 ヒおj:び北海道地方においてはモモシンクイ'ガの年間発生回数は普迅2回であるが,約20%のも′

のは1回の発生後直ちに休眠に入る. 突放結果によれば一般に幼虫期問における低温は休眠を誘導

し,苗配は不休眠を誘起する.上述のように1部のものの休航発育は早ければ8月上旬から, 多く

は8月中一下旬に開始されるが,この頃の気温は平均260前後で.これは本幼虫の発育を阻止する温

度外にある.したがってこの場合, 休托引こは温度条件以外に日長時間が比較的大きな要因として関/

迅するものと推定された.また幼虫の休眠発育は50前後の低温に1-3ケ月間接触させることによっ ,

て消去するが,その率は上の期間内では恒温接触期間の長さに応じて高くなることを知った･

弘前地方においては,幼虫態で地下に越冬したモモ

シンクイガは翌春6月中旬頃より羽化し,同下旬より

7月上旬にかけて羽化最盛期となや･また第2化成虫
は7月下旬-8月上旬に羽化し,8月中旬その穀盛期

に達する.しかし第1化成虫の初発期が常態よりずれ

て7月下旬-8月上旬に羽化すると,lこれによる幼虫

は年内に化EB,羽化しないで田ちに冬 (休眠)繭を形

成する.北海道地方においては弘前地方に掛 するより

も初発期が多少申くれるが,療1化成虫の発生経過は

短くなり,終期は早くなっている.しかしその斑盛期

は両地方においてほぼ同じで, 宮下ら】3)の9ヶ年にわ

たる調査結果によってみても,弟2化成虫の発生矧は

'弘前大学良学部昆虫学教室菜机 No･30!
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弘前地方におけるのと大差ない.同氏らはモモシンク

イガのこのような発生型の2両性を決定する要因は環

境温度の高低にあることを指摘し,その後の多年にわ

たる広的な調査の結果14)本軽の発生密皮の多少と,5

月より8月にいたる平均気温の横井との問に正の相関

があり,7月の平均気組が17.90以下の年は全く第2

化成虫の出現をみないことを明かにした.

さて上のような発生の2両性を他言をもって表現すれ

ば,休航,不休眠幼虫の出現と環境条件との関係に帰

宕する.モモシンク)ガ幼虫が越冬後節1化成虫にい

たる経過は越冬場所における地温の変化,土域の水分

含虫などと密接に関連することはすでに前報5)におい

てのべたが, これによる新鮮化幼虫が果実に食入後の


